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編
集
後
記

元
旦

甲
辰

　
暁
の
光
旧
年
の
闇
を
脱
ぎ
、
暦
新
年
に
入
る
元
正
の
辰
、
令
和
六
年
の
新
春
を

寿
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
弘
法
大
師
御
誕
生
壱
千
貮
百
五
十
年
の
吉
祥
年
に
当
り
、
お
大
師
様

の
御
恩
に
報
い
る
べ
く
大
師
堂
・
御
影
堂
の
落
慶
法
会
が
盛
大
に
厳
修
さ
れ
無
魔

成
満
で
き
ま
し
た
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。
瑞
気
満
堂
の
通
り
、
め

で
た
く
美
し
い
新
鮮
な
気
が
大
師
堂
・
御
影
堂
・
本
堂
・
護
摩
堂
は
、
も
と
よ
り

庫
裡
に
て
モ
ニ
タ
ー
で
参
拝
さ
れ
た
皆
様
の
心
中
に
も
法
悦
の
感
動
が
満
ち
満
ち

て
い
ま
し
た
。
大
師
堂
は
、
檀
信
徒
の
信
仰
の
心
の
拠
り
所
の
道
場
で
す
。
何
時

で
も
お
大
師
さ
ま
へ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
合
掌

『
龍
上
弁
財
天
女
像
』
長
谷
川
玉
峯 

筆　
　

 

当
山
所
蔵

令
和
六
年

　
　
明
星
院
行
事
予
定
表

一
月
一
日
～
三
日

　

修
正
会
・
新
年
初
祈
祷

一
月
二
十
八
日

　

開
運
厄
除
祈
願
節
分
星
祭

三
月
二
十
日

　

春
季
彼
岸
会

四
月
二
日
～
五
日

　

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝

八
月
上
旬

　

お
盆
勤
め

八
月
十
三
日

　

う
ら
盆
施
餓
鬼
会

九
月
二
十
二
日

　

秋
季
彼
岸
会

十
月
二
十
一
日
～
二
十
四
日

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝

十
二
月
八
日

　

赤
穂
義
士
討
入
り
大
祭

《
只
今
募
集
中
》

四
国
遍
路
（
阿
波
之
国
）

四
国
遍
路
（
阿
波
之
国
）

◇
日
程　

四
月
二
日
（
火
）
～
四
月
五
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
泊
四
日
）

◇
定
員　

十
五
名

◇
会
費　

八
〇
，
〇
〇
〇
円

◇
申
込　

三
月
十
五
日
ま
で
に
当
山
へ 

 

　
　
　

（
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※巡拝の順序や旅程は、道路事情、天候等により多少変更されます。

大
師
堂
再
建
御
礼
参
り
の
旅

巡　拝　日　程　表

広島駅＝＝≪山陽道・瀬戸大橋≫＝＝ 1）霊山寺＝＝ 2）極楽寺

3）金泉寺＝＝ 4）大日寺＝＝ 5）地蔵寺＝＝ 7）十楽寺

8）熊谷寺 9）法輪寺＝＝ 6）安楽寺（泊）

宿＝＝番外）鯖大師＝＝ 23）薬王寺＝＝≪瀬戸大橋・山陽道≫＝

＝＝広島駅

門前宿＝＝ 19）立江寺＝＝番外）慈眼寺穴禅定＝＝ 20）鶴林寺

21）太龍寺＝＝ 22）平等寺＝＝ニューサンパレスむろと（泊）

宿坊＝＝ 10）切幡寺＝＝ 11）藤井寺＝＝ 17）井戸寺＝＝ 16）観音寺

12）焼山寺＝＝ 13）大日寺＝＝ 14）常楽寺＝＝ 15）国分寺

18）恩山寺＝＝みどり旅館（泊）

4 / 1

（日）

4 / 2

（月）

3/31

（土）

3/30

（金）

☆
巻
頭
の
『
龍
上
弁
財

天
女
像
』
は
、
龍
の
上

に
立
つ
弁
財
天
で
、
大

変
珍
し
い
尊
像
で
、
龍

神
・
弁
天
ど
ち
ら
も
水

に
関
し
て
御
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
、
雨
乞
い
の

祈
祷
の
折
に
拝
ま
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

☆
落
慶
法
要
後
の
こ
ぼ
れ
話

「
お
堂
と
い
う
よ
り
お

大
師
様
に
関
す
る
ミ
ニ

美
術
館
で
す
ね
」「
ま

る
で
お
大
師
様
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
だ
」

☆
思
い
起
こ
せ
ば
、
平

成
二
十
年
高
野
山
学
修

潅
頂
で
御
影
堂
に
て
大

師
拝
見
の
時
か
ら
描
い

て
い
た
大
事
業
で
し
た
。

報
恩
謝
徳
・
稽
首
礼
拝

☆
六
日
よ
り
寒
に
入
り

ま
す
。
ご
自
愛
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
懐
か
し
い
四
国
の
巡
拝
を
今
一

度
・
・
・
」
の
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

春
秋
二
回
、
二
年
で
結
願
致
し
ま
す
。太　龍　寺 鶴　林　寺

周
藤
苔
仙 

筆

瑞　気　満　堂
春
遍
路
発
心
の
道
場
打
ち
納
め

コ
ロ
ナ
禍
で
逝
く
友
偲
び
苦
き
酒



第 63 号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　 　令和 6年 1月 1日　(2)(9)　令和 6年 1月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　　　 　　  　　 　  　　　 　　第 63 号

　
去
る
十
月
二
十
二
日
、
仁
和
寺
門
跡
代
理
橋
本
高
諄
教
学
部
長
を

御
導
師
に
迎
え
法
類
・
縁
故
寺
院
諸
大
徳
の
助
法
を
得
て
、
落
慶
大

法
会
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
先
ず
、
法
会
に
先
立
っ
て
十
時
よ
り
来
賓
寺
院
が
入
堂
、
次
い
で

梵
鐘
が
鳴
り
響
く
中
、
引
頭
・
職
衆
僧
侶
・
護
摩
祈
祷
師
・
修
行
大

師
開
眼
供
養
法
師
・
本
堂
供
養
法
師
・
山
主
・
御
導
師
の
順
に
進
列

し
入
堂
着
座
、
法
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
此
の
度
の
法
会
次
第
は
、

始
め
て
の
試
み
と
し
て
御
詠
歌
と
和
讃
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
、

御
室
金
剛
講
員
の
澄
み
渡
っ
た
声
調
と
美
事
に
揃
っ
た
所
作
に
参
拝

者
一
同
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
こ
の
建
立
は
、
先
代
龍
生
大
和
尚
の
悲
願
で
し
た
が
、
竣
工
を
見

る
こ
と
な
く
遷
化
致
し
ま
し
た
。
そ
の
志
を
引
き
継
ぎ
こ
の
念
願
を

成
就
出
来
ま
し
た
こ
と
は
山
主
に
と
り
ま
し
て
も
望
外
の
喜
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

弘
法
大
師
御
誕
生
壱
千
貮
百
五
十
年
記
念
事
業

大
師
堂
・
御
影
堂　

落
成
慶
讃
大
法
会

無
魔
成
満

建立寄附金 24,650,000 大師堂・御影堂
新築工事

71,940,000

荘厳具寄附金 4,840,000 周辺整備
付帯工事

9,220,000

修行大師
結縁志納金

2,130,000 荘厳費 25,313,430

奉納瓦志納金 132,000

納骨壇使用料
（十三基）

26,000,000

法要御祝 3,687,000 法要費 3,915,000

当山拠出金 48,949,430

合　計 110,388,430 110,388,430

収入の部

大師堂・・御影堂 建立収支報告

支出の部

大
師
堂
・
御
影
堂

　

荘
厳
具
奉
納
者
御
芳
名

　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
口
五
万
円
）

伊
丹　

徳
勝　

一
口

今
田　

淑
枝　

一
口

小
山　

和
子　

一
口

三
須　

光　
　

二
口

泉
本　

淳
子　

一
口

入
定
大
師

釣
灯
篭
（小）

（
一
口
一
万
円
）

泉
本　

淳
子　

一
口

修
行
大
師
結
縁
者
御
芳
名

伊
丹
徳
勝
家
一
同　

一
口

今
田
淑
枝
家
一
同　

二
口

青
山
世
治
家
一
同　

五
口

垰
田　

尚
美　
　
　

一
口

圓
見　

崇
惠
香　
　

一
口

三
須　

光　
　
　
　

二
口

昭
和
五
十
九
年
、

弘
法
大
師
御
入
定

壱
百
五
十
年
御
遠

忌
を
記
念
し
て
、

山
主
が
初
大
師
の

一
月
二
十
一
日
よ

り
、
四
十
八
日
間

を
か
け
て
徒
歩
巡

拝
し
た
時
、
各
札

所
寺
院
よ
り
い
た

だ
い
た
扇
面
の
納

経
で
す
。
現
在
で

は
、
霊
場
会
規
定

の
納
経
用
紙
で
し

か
授
与
し
て
い
な

い
の
で
、
他
に
例

を
見
な
い
貴
重
な

納
経
で
す
。
併
せ

て
高
野
山
奥
の
院

と
番
外
札
所
十

夜
ヶ
橋
と
万
濃

池
、
京
都
三
弘
法

の
東
寺
、仁
和
寺
、

神
光
院
も
荘
厳
さ

れ
て
い
ま
す
。



第 63 号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　　令和 6 年 1月 1日　(8)(3)　令和 6年 1月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　　　 　　  　　 　  　　　 　　第 63 号

進列する職衆・山主・御導師

大師堂内の職衆・来賓寺院 修法中の御導師

修法大師開眼供養法師 護摩祈祷師 本堂供養法師

結縁者名簿の奉読 護摩修法 本堂金剛講員

本堂参拝の檀信徒庫裡でのモニターにて参拝者

大
師
堂
荘
厳
具
の
解
説

金
剛
界
曼
荼
羅

胎
蔵
界
曼
荼
羅

　
大
師
像
正
面
の
両
横
に
掛
け
ら
れ
て
あ
る
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
両
部
種

字
曼
荼
羅
は
、
五
十
年
前
の
弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
年
（
昭
和
四
十
八

年
）
に
高
野
山
無
量
光
院
篤
信
者
の
垣
野
内
美
妙
法
尼
が
金
剛
峯
寺
へ
浄

財
を
寄
進
さ
れ
た
御
礼
と
し
て
開
眼
供
養
を
終
え
た
後
拝
受
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
度
の
建
立
に
併
せ
て
遺
族
の
長
迫
博
子
様
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
じ
く
五
十
年
前
の
昭
和
四
十
八
年
に
先
代
龍
生
住
職
が
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
巡
拝
し
た
時
の
掛
軸
と
記
念
に
善
通
寺
管
長
蓮
生
善

隆
猊
下
よ
り
賜
っ
た
御
宝
号
で
す
。

開
眼
供
養
の
箱
書

天　井　絵

四国八十八ヶ所霊場扇面納経



第 63 号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　　令和 6 年 1月 1日　(4)(7)　令和 6年 1月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　　　 　　  　　 　  　　　 　　第 63 号

慶讃文奉読の山主 御影堂内の御入定弘法大師開眼

敬
っ
て
真
言
教
主
大
日
如
来
両
部
界
会
諸
尊
聖
衆
、
殊
に
は
本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩
、
別
し
て
は
高
祖
大
師
遍
照
金
剛
、
総
じ
て
は
尽

空
法
界
一
切
三
宝
の
境
界
に
白
し
て
言
さ
く
。

　

夫
れ
当
山
は
、
今
を
去
る
四
百
八
十
余
年
の
昔
、
亀
渓
元
智
大
禅
師
に
よ
り
開
山
さ
れ
、
月
光
山
大
日
密
寺
明
星
院
と
号
し
、
臨
済

宗
南
禅
寺
末
よ
り
真
言
宗
智
積
院
末
に
転
じ
、
後
に
仁
和
寺
末
に
属
す
。
廣
嶋
歴
代
藩
主
の
祈
願
寺
と
し
て
、
毛
利
輝
元
公
・
福
島
正

則
公
・
浅
野
長
晟
公
よ
り
浅
野
本
家
十
二
代
に
亘
り
帰
依
を
得
、
外
護
極
め
て
篤
く
、
芸
州
随
一
の
蘭
若
と
な
れ
り
。
藩
内
五
ヶ
寺
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
真
言
宗
一
派
の
触
頭
を
務
め
る
名
刹
と
し
て
四
隣
の
崇
敬
を
蒐
め
寺
門
隆
昌
を
極
め
た
り
。

　

し
か
る
に
時
に
隆
替
あ
っ
て
、
数
度
の
祝
融
に
遭
う
て
旧
観
を
失
う
。
即
ち
、
天
保
年
間
、
失
火
に
よ
り
一
山
堂
宇
を
余
す
こ
と
な

く
灰
燼
に
帰
す
。
爾
後
、
廃
仏
毀
釈
・
神
仏
分
離
の
法
難
を
乗
り
越
え
、
明
治
大
正
に
か
け
て
営
々
と
し
て
復
興
に
励
み
、
旧
御
室
御

所
仁
和
寺
別
院
と
し
て
、
泉
智
等
・
土
宜
法
龍
両
猊
下
を
第
廿
世
・
第
廿
一
世
と
し
て
迎
え
、
再
び
伽
藍
を
一
新
し
て
令
法
久
住
の
勝

計
を
廻
ら
さ
る
。

　

然
り
と
雖
も
、
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
原
子
爆
弾
の
爆
風
は
一
瞬
に
し
て
諸
堂
宇
を
倒
壊
せ
し
め
、
仁
王
門
と
赤
穂
義
士
堂
を
残

し
て
全
て
焼
失
せ
り
。

　

爾
来
、
七
十
八
年
間
四
代
に
わ
た
る
住
職
は
、
歴
代
先
師
の
素
願
を
憶
念
し
て
懈
怠
せ
ず
精
魂
を
寺
門
興
隆
に
傾
け
て
今
日
の
隆
盛

発
展
を
見
る
に
致
る
。
今
、
そ
の
復
興
を
顧
み
る
に
、
昭
和
四
十
九
年
本
堂
（
蓮
華
王
閣
）
再
建
・
同
五
十
九
年
大
庫
裡
全
面
改
築
・

平
成
六
年
護
摩
堂
（
阿
遮
羅
殿
）
・
同
七
年
七
福
神
堂
・
同
九
年
時
代
相
応
の
教
化
道
場
と
し
て
檀
信
徒
会
館
（
仁
風
亭
）
の
改
修
、

茶
室
清
鏧
庵
の
造
営
、
同
十
六
年
本
堂
奥
殿
に
位
牌
堂
（
無
量
寿
殿
）
、
同
二
十
七
年
仁
王
門
再
建
・
梵
鐘
の
再
鋳
・
手
水
舎
移
転
等
々
、

面
目
を
一
新
し
、
大
師
堂
の
再
建
を
残
す
の
み
と
な
れ
り
。

　

時
恰
も
本
年
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
壱
千
貮
百
五
十
年
の
佳
年
を
相
迎
え
、
大
師
堂
再
建
の
計
成
り
て
昨
年
一
月
の
起
工
の
運

び
と
な
り
、
加
え
て
新
た
に
御
影
堂
を
新
築
、
入
定
大
師
尊
像
・
諸
弟
子
像
・
金
剛
薩
埵
・
弥
勒
菩
薩
を
勧
請
開
眼
供
養
し
、
更
に
修

行
大
師
像
を
安
置
し
御
宝
前
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
各
札
所
の
お
砂
を
載
き
、
遍
路
一
巡
の
お
砂
踏
み
道
場
と
し
て
広
く
利
益
を
頒

た
ん
と
欲
す
。

　

高
祖
大
師
曰
く
「
境
閑
な
る
と
き
は
心
朗
な
り
と
、
洪
鐘
の
響
機
に
従
っ
て
巻
舒
し
、
常
楽
の
覚
路
こ
こ
に
開
く
」
と
。
恭
し
く
本

日
の
嘉
辰
を
卜
し
、
仁
和
寺
門
跡
代
理
と
し
て
仁
和
寺
執
行
御
室
派
教
学
部
長
橋
本
高
諄
僧
正
を
大
導
師
に
迎
え
、
有
縁
の
浄
侶
を
嘱

請
じ
、
高
祖
大
師
の
来
迎
を
仰
ぎ
、
先
師
尊
霊
の
照
覧
の
も
と
落
慶
供
養
の
大
法
要
を
修
す
。
篤
信
勠
力
の
檀
信
徒
と
共
に
、
歓
喜
曷

ぞ
堪
へ
ん
。

　

仰
ぎ
願
く
は
、
本
尊
聖
者
遍
照
金
剛
、
衲
等
の
微
衷
を
嘉
納
ま
し
ま
し
て
所
願
成
就
並
び
に
当
山
の
護
持
雄
飛
に
冥
鑑
を
垂
れ
給
わ

ん
こ
と
を

　

重
ね
て
乞　

伽
藍
安
穏　

密
教
紹
隆　

弘
法
大
師　

倍
増
法
楽　

十
方
檀
信　

心
願
成
就　

乃
至
法
界　

平
等
利
益

　
　
　

干
時
令
和
五
年
十
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
光
山
大
日
密
寺
明
星
院
第
廿
八
世
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
燈
大
阿
闍
梨　

恵
生　

敬
白

明
星
院
大
師
堂
・
御
影
堂
落
慶
法
要　

慶
讃
文

代表して沖広監督への授与

親族代表胎蔵寺

　　竹原住職の謝辞

設計士・監督・棟梁への感謝状

記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

於
、
鶴
羽
根
神
社
『
二
葉
』

法類代表大聖院吉田僧正の乾杯 来賓寺院代表の高野山

無量光院土生川上綱の祝辞

司会の宏雅副住職山主の挨拶

総代・建築関係来賓裏方の手伝い　受付と茶事接待の皆さん
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門
跡
祝
辞

秋
気
爽
や
か
に
壮
美
の
山
門
を
吹
き
抜
け
、
紅
樹
色
あ
ざ
や
か
に
新
粧
の
諸
堂
に
映
え
て
、
お
の
ず
か
ら
慶
讃
を
増
す
好

季
節
、
本
日
こ
こ
に
吉
辰
を
卜
し
て
、
御
当
山
大
師
堂
・
御
影
堂
落
慶
の
盛
儀
を
厳
修
せ
ら
れ
る
に
当
た
り
、
門
跡
代
理

と
し
て
橋
本
高
諄
教
学
部
長
に
祝
辞
を
託
し
、
真
言
宗
御
室
派
を
代
表
し
て
一
言
祝
意
を
申
し
述
べ
た
く
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
二
十
二
年
よ
り
仁
和
寺
執
行
長
・
真
言
宗
御
室
派
宗
務
総
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
八
木

恵
生
僧
正
に
は
第
二
次
内
局
発
足
の
平
成
二
十
六
年
よ
り
四
年
間
、
教
学
部
長
と
し
て
同
じ
屋
根
の
下
、
寝
食
を
共
に
し
、

宗
務
に
努
め
て
頂
き
ま
し
た
。
教
学
部
は
毎
年
教
学
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ
の
内
容
を
実
現
す
べ
く
全
国
の
御
室
派
関

係
寺
院
・
教
師
に
発
信
し
て
布
教
活
動
の
実
践
を
宣
布
し
ま
す
。

　

在
籍
期
間
中
、
特
に
八
木
僧
正
が
情
熱
を
注
が
れ
て
い
た
の
は
、「
宗
祖　

空
海
へ
の
大
師
号
の
下
賜
を
上
奏
さ
れ
た

仁
和
寺
開
山
宇
多
法
皇
の
鴻
恩
と
諡
号
奉
賛
法
要
の
執
行
。
そ
れ
を
宗
典
の
恒
例
法
要
の
中
に
明
記
し
た
こ
と
」
今
一
つ

は
、「
御
室
流
御
詠
歌
の
金
剛
流
御
詠
歌
へ
の
奉
納
と
御
室
金
剛
講
の
設
立
」
で
す
。
唯
一
の
指
導
者
が
絶
え
、
正
に
風

前
の
灯
状
態
で
あ
っ
た
仁
和
寺
に
伝
わ
る
御
詠
歌
を
高
野
山
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現

在
は
若
手
御
詠
歌
教
師
に
よ
る
布
教
実
践
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
大
師
堂
・
御
影
堂
の
荘
厳
は
、
そ
れ
ら
を
具
現
化
し
た
も
の
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
大
師
信

仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
檀
信
徒
の
心
の
安
ら
ぎ
の
道
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
明
星
院
の
益
々
の
隆
盛
と
檀
信
徒
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
総
本
山
仁
和
寺
よ
り
念
じ
上
げ
祝
辞

と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

令
和
五
年
十
月
大
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
本
山
仁
和
寺
五
十
一
世
門
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
言
宗
御
室
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
室
金
剛
講
総
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
川
大
秀

謝辞を述べる山主

田村聡一郎総代による事業報告

御導師祝辞

御
導
師
に
よ
る
瀬
川
門
跡
猊
下
の
祝
辞
代
読
の
後
、
こ
の
法

要
に
よ
せ
て
造
ら
れ
た
短
歌
を
披
露
さ
れ
た
。

明
星
に
大
師
の
お
影み

え向
立
ま
せ
り

　
　

有
明
照
ら
す
恵
生
上
人

　
仁
和
寺
本
山
布
教

師
、
大
原
英
揮
師
に
よ

る
布
教
が
実
践
さ
れ
、

得
意
の
バ
イ
オ
リ
ン
演

奏
を
交
え
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
解
り
や
す

く
仏
教
の
神
髄
を
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。
因

み
に
演
奏
曲
は
「
花
は

咲
く
」「
愛
燦
燦
」「
情

熱
大
陸
」
最
後
の
「
故

郷
」
は
皆
様
の
合
唱
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

隨化布教師によるバイオリン法話

法話終了後の檀信徒内拝

還列の御導師・職衆


